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1. 平成28年3月期第1四半期の業績（平成27年4月1日～平成27年6月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第1四半期 1,653 △14.5 △581 ― △566 ― △487 ―
27年3月期第1四半期 1,935 △0.7 △611 ― △601 ― △610 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第1四半期 △79.31 ―
27年3月期第1四半期 △101.25 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

28年3月期第1四半期 13,562 8,925 65.8 1,452.77
27年3月期 14,909 9,411 63.1 1,531.89
（参考）自己資本 28年3月期第1四半期 8,925百万円 27年3月期 9,411百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  ※平成28年３月期（予想）第２四半期末配当金の内訳 普通配当2円00銭 記念配当3円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
28年3月期 ―
28年3月期（予想） 5.00 ― 5.00 10.00

3. 平成28年 3月期の業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 5,600 5.8 △560 ― △560 ― △570 ― △94.70
通期 16,800 12.0 170 △68.6 180 △68.5 160 △75.1 26.58



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （注）詳細は、添付資料３ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項 （2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 
  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期1Q 6,202,000 株 27年3月期 6,202,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期1Q 58,090 株 27年3月期 58,090 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期1Q 6,143,910 株 27年3月期1Q 6,025,910 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。  
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、原油価格下落の影響やアベノミクス効果による円安、株高などを

背景に緩やかな回復基調が続きました。また、復興需要、政府の経済対策などを背景に、公共投資は底堅く推移し

ました。一方、海外景気の下振れ懸念などにより依然としてわが国経済の先行きは不透明な状況が続いておりま

す。

 当社の主要事業であり、官需を主とする情報装置事業につきましては、同業他社に加え近年新規参入した企業と

の価格競争が依然として続いております。そのような状況下、幅広い顧客に向け受注活動を行ったものの、売上は

低調に推移しました。

 一方、民需を主とする検査装置事業につきましては、企業の設備投資は緩やかな回復基調が続く一方、受注獲得

のため、他社製品との差別化競争は激しさを増しております。そのため、より優れた製品で顧客ニーズに対応すべ

く、高機能はんだ付け外観検査装置や高精細Ｘ線検査装置を中心に新製品の開発を進めてまいりました。

 また、検査装置事業の開発・販売・サービス面を強化し事業の拡大を図るため、平成27年４月１日付で株式会社

第一メカテックから検査装置事業部門の事業譲受を実施しました。

 これらの結果、当第１四半期累計期間におきましては、売上高16億53百万円（前年同期比14.5％減）となりまし

た。損益面については、営業損失5億81百万円（前年同期は6億11百万円の損失）、経常損失5億66百万円（前年同

期は6億1百万円の損失）、四半期純損失4億87百万円（前年同期は6億10百万円の損失）となりました。

 また、当第１四半期会計期間の末日現在の受注残高は62億92百万円となりました。

 なお、当社の主要事業である情報装置事業の大半は、官公庁向けの道路交通に関わる情報装置関連製品であり、

例年、売上高は第４四半期、特に期末に集中する傾向がありますので、第１四半期累計期間の収益は、相対的に低

水準となっております。

 

 セグメントの概況につきましては、次のとおりです。

 

① 情報装置事業

 国土交通省や高速道路会社をはじめとし、大型案件だけではなく小型案件の獲得にも注力しましたが、受注と

売上については低調に推移しました。損益面につきましては、競争の激化が続くなか、採算性の悪い案件が減少

したことなどから前年同期に比べ改善しました。

 この結果、売上高13億78百万円（前年同期比20.6％減）、営業損失3億63百万円（前年同期は3億97百万円の損

失）となりました。なお、利益につきましては、ほぼ均等に発生する固定費に対して、売上高が期末に集中する

といった季節的変動が大きいことから、第１四半期累計期間では、赤字計上となっております。

 

② 検査装置事業

 既存のはんだ付け外観検査装置やＸ線検査装置を中心に新規及び更新需要に対する販売活動を積極的に行いま

した。また、株式会社第一メカテックから検査装置事業部門の事業譲受を実施したことに伴い、売上高は前年に

比べ増加しました。一方、コスト削減に注力したものの人件費を中心とした固定費が増加し収益性は悪化しまし

た。

 この結果、売上高2億75百万円（前年同期比37.9％増）、営業損失92百万円（前年同期は67百万円の損失）と

なりました。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第１四半期会計期間末の資産は135億62百万円となり、前事業年度末と比較して13億47百万円の減少となりま

した。

 流動資産は96億17百万円となり、前事業年度末と比較して14億61百万円の減少となりました。これは主に、現

金及び預金が21億9百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が41億16百万円減少したことによるものです。

 固定資産は39億44百万円となり前事業年度末と比較して1億13百万円の増加となりました。これは主に、無形固

定資産が55百万円、投資その他の資産が51百万円増加したことによるものです。

 

（負債） 

 当第１四半期会計期間末の負債は46億36百万円となり、前事業年度末と比較して8億61百万円の減少となりまし

た。

 流動負債は44億95百万円となり、前事業年度末と比較して8億76百万円の減少となりました。これは主に、前受

金が3億68百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が6億63百万円、未払金が5億46百万円減少したことによる

ものです。

 固定負債は1億41百万円となり、前事業年度末と比較して14百万円の増加となりました。これは主に、役員退職

慰労金に係る債務が6百万円減少したものの、繰延税金負債が21百万円増加したことによるものです。

 

（純資産）

 当第１四半期会計期間末の純資産は89億25百万円となり、前事業年度末と比較して4億86百万円の減少となりま

した。これは主に、その他有価証券評価差額金が31百万円増加したものの、利益剰余金が5億17百万円減少したこ

とによるものです。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績見通しにつきましては、当初予定どおり売上高168億円、営業利益1億70百万円、経常利益1億80百万

円、当期純利益1億60百万円を見込んでおります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期会計期間から適用し、取得関連費用を発生した事業年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、当第１四半期会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期会計期間の四半期財務諸表に反映

させる方法に変更しております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）及び事業分離等会計基準第57－４項

（4）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期会計期間の期首時点から将来にわたって適用しており

ます。

 なお、この変更による四半期財務諸表に与える影響はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,254,333 4,364,262 

受取手形及び売掛金 7,212,284 3,096,111 

製品 1,126 1,351 

仕掛品 497,922 999,864 

原材料及び貯蔵品 645,668 841,961 

その他 468,226 313,972 

貸倒引当金 △546 △200 

流動資産合計 11,079,015 9,617,321 

固定資産    

有形固定資産    

土地 1,882,330 1,882,330 

その他（純額） 860,050 867,571 

有形固定資産合計 2,742,380 2,749,901 

無形固定資産 121,407 176,776 

投資その他の資産    

投資有価証券 896,851 936,097 

その他 70,252 82,113 

投資その他の資産合計 967,104 1,018,211 

固定資産合計 3,830,892 3,944,889 

資産合計 14,909,908 13,562,211 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,139,666 2,476,201 

未払法人税等 28,600 5,500 

前受金 439,099 807,407 

賞与引当金 454,028 447,066 

役員賞与引当金 22,270 15,447 

製品保証引当金 148,321 151,095 

工事損失引当金 22,773 117,117 

その他 1,116,678 475,342 

流動負債合計 5,371,436 4,495,177 

固定負債    

役員退職慰労引当金 57,780 － 

その他 68,916 141,338 

固定負債合計 126,696 141,338 

負債合計 5,498,133 4,636,516 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,135,365 1,135,365 

資本剰余金 1,055,735 1,055,735 

利益剰余金 6,978,361 6,460,379 

自己株式 △25,168 △25,168 

株主資本合計 9,144,292 8,626,310 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 267,482 299,384 

評価・換算差額等合計 267,482 299,384 

純資産合計 9,411,775 8,925,695 

負債純資産合計 14,909,908 13,562,211 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

売上高 1,935,043 1,653,995 

売上原価 2,105,542 1,836,108 

売上総損失（△） △170,498 △182,112 

販売費及び一般管理費 440,768 399,029 

営業損失（△） △611,266 △581,142 

営業外収益    

受取配当金 8,148 8,682 

廃材処分収入 3,071 1,376 

その他 3,894 9,347 

営業外収益合計 15,114 19,406 

営業外費用    

支払保証料 5,420 2,642 

減価償却費 － 1,802 

その他 70 52 

営業外費用合計 5,491 4,496 

経常損失（△） △601,642 △566,231 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 65,456 

特別利益合計 － 65,456 

特別損失    

固定資産除却損 232 0 

特別損失合計 232 0 

税引前四半期純損失（△） △601,875 △500,775 

法人税、住民税及び事業税 3,638 8,027 

法人税等調整額 4,601 △21,540 

法人税等合計 8,239 △13,513 

四半期純損失（△） △610,115 △487,261 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期損益計
算書計上額 
（注）２   情報装置事業 検査装置事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,735,113 199,930 1,935,043 － 1,935,043 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － － 

計 1,735,113 199,930 1,935,043 － 1,935,043 

セグメント損失（△） △397,332 △67,853 △465,186 △146,080 △611,266 

（注）１. セグメント損失（△）の調整額△146,080千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

△146,080千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門及び研究開発部門に係

る費用であります。

２. セグメント損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期損益計
算書計上額 
（注）２   情報装置事業 検査装置事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,378,208 275,787 1,653,995 － 1,653,995 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － － － － 

計 1,378,208 275,787 1,653,995 － 1,653,995 

セグメント損失（△） △363,633 △92,764 △456,397 △124,744 △581,142 

（注）１. セグメント損失（△）の調整額△124,744千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

△124,744千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門及び研究開発部門に係

る費用であります。

２. セグメント損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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